
＜Ecrea のカレンダーと Google カレンダーを連携するための準備＞ 

Ecrea と Googleカレンダーを連携させるためには Googleにて作業が必要です。 

この作業は Ecreaのシステム管理者 1 名が実施する事で、社内の他 Ecrea ユーザーも自身の Google カレンダーと

連携が行えるようになります。 

 

◆最初の作業 

1.google chrome ブラウザを起動し、下記の URL に接続します。 

https://console.cloud.google.com/home 

 

2.【APIとサービス】→【ライブラリ】の順にクリックします。 

 

 

3.［Google Workspace］内の【Google Calendar API】をクリックします。 

 

 

3.【有効にする】をクリックします。 

 

 

https://console.cloud.google.com/home


4.切り替わった画面内で【 認証情報 】→【 サービスアカウントを管理 】の順にクリックします。 

※ここでプロジェクトを作成していない場合「My First Project」が自動で作成されます。 

 

 

5.【 サービスアカウントを作成 】をクリックします。 

 

 



6.①サービスアカウントの作成にて、アカウント名などを入力し、【 作成して続行 】をクリックします。 

 

 

7.②権限（省略可）にて、【 続行 】をクリックします。 

 ※指定のロールがあれば設定してください。 

 

 

8.③アクセス権を持つプリンシパルにて、【 完了 】をクリックします。 

 ※指定のロールがあれば設定してください。 

 

サービス アカウント名： 

⇒Ecreaカレンダー連携 

 

サービスアカウント ID： 

⇒自動生成されたもので問題ありません。 

 

サービスアカウントの説明： 

⇒空欄で問題ありません。 



9. 作成したサービスアカウント名（サービスアカウント ID@xxxxxxxxxxx.iam.gserviceaccount.com」）をクリックし詳細

画面を開きます。 

 

 

10.【 鍵 】をクリックします。 

 

 

11.【 キーを追加 】→【 新しい鍵を作成 】の順にクリックします。 

 

 



12.『キーのタイプ』にて JSON が選択されている事を確認して、【 作成 】をクリックします。 

 

 

13.秘密鍵がパソコンへ保存された旨のメッセージが表示されます。 

 

 

14.保存された場所がわからない場合、google chrome ブラウザ右上のダウンロードマークをクリックするとファイルを

確認する事が出来ます。 

ダウンロードしたファイルはわかりやすい場所に移動してください。 

 

 

  



◆Ecreaでの作業 

1.システム管理権限を持つ社員で Ecreaにログインします。 

 

2.【 システム管理 】→【 予定設定 】→【 予定オプション 】の順にクリックします。 

 
 

3.【 編集 】をクリックします。 

 

 

4.各種設定し、【 設定 】をクリックします。 

 

 

活動の表示 活動ライセンスを保有していない社員の Google カレンダーにテキ

ストを表示させる場合チェックを入れます。 

Googleカレンダー連携 Googleカレンダー連携を行う場合チェックを入れます。 

サービスアカウン ト

JSONキーファイル 

前ページの 13でダウンロードした JSONファイルを選択します。 

サービスアカウント 前章の 5～8で作成したサービスアカウントを入力します。 

 

  



◆Ecreaの予定設定 

1.【 システム管理 】→【 予定機能設定 】→【 項目設定タブ 】の順にクリックします。 

 
 

2.【 編集 】をクリックします。 

 

 

3.『Googleカレンダー連携』、『タイトル』、『場所』が有効になっている事を確認してください。 

 タイトルの属性にある赤枠の箇所にチェックを入れると、選択した顧客や目的が自動でコピーされ、Googleカレンダ

ーへも情報が転送されます。 

 場所の属性にある赤枠の箇所で顧客や顧客社員の住所をコピーするを選択すると、Googleカレンダーへも情報が

転送されます。 

 

 

4.有効を確認して、【 設定 】をクリックします。 

以上の手順で、Ecrea と Google カレンダーを連携する準備が整いました。 

次に、実際に連携するユーザーの設定を行います。 


